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小中学校の子どもたちが学校での環境学習を通して、環境を保全する実践力を身につけることを 

目指し、佐賀市教育委員会と協力しながら小中学校での環境教育を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 学 習 
 

 

小中学校での環境学習 

学習成果の発表 

 

 

【子ども環境ポス

ター展】 

子どもたちが描い

た環境ポスターの入

賞作品をエコプラザ、

市立図書館、エスプラ

ッツ、ひがさすで展示

しました。 

教職員向け研修会 

【小学校社会科副読本「くらしとごみ」の作製・配布】 

佐賀市内の小学４年生を対象とした副読本として「ごみ」を

テーマにした冊子を作製し、６月に配布しました。最新のデー

タを取り入れながら、ごみを中心に身近な環境について考える

契機としてもらいました。 

【環境教育関係者研修会】 

学校における環境教育推進の関係者

を対象としたもので、市の取組の紹介

と学校版環境ＩＳＯの実施方法、審査

方法などについて理解を深めました。

また、清掃工場の見学も行いました。 

環境学習の実際 

【各学校での工夫 

した環境学習】 

各学校の実情に応

じて、環境保全活動や

SDGｓを通して環境

やエネルギー等の理

解を深める学習を実

践しています。 

副読本作製・配布 

環境の保全等に関して講じた施策の実施状況 6 環境教育の推進 
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◆公民館等において、環境に関する講座、緑化・美化活動、

清掃活動などに取り組み、公民館が中心となった地域づく

り活動を推進しています。 

 

【令和４年度の活動実績】８3 回 

 

 

 

 

 

 

 

 水と緑に囲まれた佐賀市を未来に引き継ぐため、市内の各小中学校では「環境にやさしい学校 

づくり」を目指しています。現在、全ての市立小中学校が佐賀市学校版環境 ISO 制度の認定を 

取得し、子どもたちと先生が一緒に考えた、環境にやさしい活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

佐賀市学校版環境ＩＳＯ 

各学校で行動目標を決め、校内に

掲示することで活動を促します。 

リサイクルを進めるために分別や

裏紙の利用等の工夫をしています。 

各小中学校での取り組みの様子 

公民館での環境学習 

環境にやさしい行動に取り組むこ

とを宣言します。（キックオフ宣言） 

小中学生が一緒に学校周辺のごみ

拾い活動を実施しています。 

環 境 学 習 
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佐賀市は、佐賀大学全学教育機構、リコージャパン株式会社マーケティング本部佐賀支社、佐賀ＳＤＧｓ官民連携

円卓フォーラムと連携し、ＳＤＧｓの目標達成に向けた人材育成及び実践的な行動を促進することを目的とし、佐賀

大学の授業科目「佐賀ＳＤＧｓグローカルアクションⅠ」の一般開放や市内事業所等を対象とした「佐賀ＳＤＧｓ推

進ネットワーク勉強会」（R4 実績：年４回、延べ１０３人参加）を実施しました。引き続き、４者連携のもと、市内

事業所等の SDGs への取り組みを支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチックごみの海洋流出については、近年、地球規模の問題となっています。気候変動の影響もあり、ここ数

年、豪雨災害により有明海に面した佐賀市も毎回大きな影響を受けています。この問題は世界規模ではありますが、

一人ひとりの意識や行動により抑制できることもあります。佐賀市では、環境省が定める環境月間である６月に海洋

プラスチック問題に関する各種イベントを開催し、市民への啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ実践行動の促進 
 

 

企画展 
「海洋プラスチックごみについて考えよう」 

講演会 
「科学の目で見た海洋プラスチック汚染について」 

ワークショップ 
「マイクロプラスチックを用いた万華鏡づくり」 

子ども向け絵本の読み聞かせ 

海洋プラスチックごみ対策の啓発 
 

 

令和４年４月 SDGsに関する４者連携を締結 佐賀 SDGs 推進ネットワーク勉強会 



50 

 

 

 

 

 

 

  

トンボの写真撮影を通して自然環境の保全について理解と関心を高めるため、「第３３回トンボ写真コンクー 

ル」を実施しました。全国から８５１点（県内撮影部門２２８点、県外撮影部門６２３点）の応募があり、入賞 

作品を掲載した卓上カレンダーを作製しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

トンボをはじめとする生き物や自然の観察を通して身近な自然環境について学ぶ自然観察会「さがの生きもの 

さがし」を開催しています。 

 

 月  日 内   容 場  所 

第 1 回 
６月１１日 

（２２名） 
トンボの採集と観察 金立公園 

第２回 
７月１６日 

（２４名） 
平野の魚の採集と観察 神野公園 

第３回 
１０月２２日 

（１１名） 
干潟の生き物の採集と観察 東よか干潟 

 

  

「トンボ王国・さが」づくり  

 

トンボ写真コンクール 

県内撮影部門 最優秀賞 

「羽化の時」 

撮影者：川浪 敏明 氏 撮影者：長谷川 裕二 氏 

自然観察会 さがの生きものさがし２０２２ 

県外撮影部門 最優秀賞 

「白い葉っぱぶら下げて」 
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１月にクールチョイスとエコドライブ講習会を開催し、エコドライ

ブを行うことにより地球温暖化防止に繋がること、ＣＯ２削減や再生

可能エネルギーについても学びました。２月に洞鳴の滝ふれあい館に

て、自然環境の負荷が少ない小水力発電施設を視察し、電力に関して

の学習、節電に対しての意識向上を図ることができました。 

各部会の主な活動内容 

 ７月に鹿島市生涯学習センター・エイブルにてＳＤＧｓ、特にフー

ドロス削減についての講演、パネルディスカッションを見学し、鹿島

市干潟交流館では有明海特有の生態系や海が直面する環境問題につい

て学びました。１０月、１１月にプラスチックごみ分別の実証実験を

行い、プラスチックごみを減らす意識を高めることができました。 

佐賀市環境保健推進協議会は、佐賀市内の各自治会の代表者で組織されています。 

市民の生活環境の向上と健康の増進を図り、健康で住み良いまちづくりの実現に寄与するこ

とを目的とした活動は、幅広い市民の環境にやさしい行動の実践につながっています。 

ここでは、協議会の主な活動内容について紹介します。 

環境や健康に配慮した活動を行っている市民

や団体に対し、その功績や努力を顕彰するため

の功労者表彰及びカラス対策についての講演会

を実施しました。 

令和４年度は、事業所１社、個人１名、団体２

団体を表彰しました。 

— 佐賀市環境保健推進大会の開催 — 

 

協議会には３つの専門部会があり、それぞれの主な活動内容を紹介します。 

【写真】推進大会の様子 

環境保健推進協議会  

 

取り組みの紹介 

環境保全部会 

健康推進部会 

ごみ対策部会 

１０月に佐賀県立森林公園で開催された「にこにこさがしウォー

ク」に参加し、適度な運動による健康づくりを実践しました。１月に

食の健康教室を開催し、“メタボリックシンドロームを予防しよう”

をテーマにした講話と調理を行い、内臓脂肪を溜めにくくするポイン

トやヘルシーレシピについて学びました。 


